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テスト実施要項に基づく測定を実施している。本調査では、2009 年度から 2011 年度
における 3 年間の新入生の測定結果から、本学幼児保育学科学生の体格、体力の特徴
と運動実施頻度の違いによる体力について検討した。体格においては身長の割には体









































調査対象者は、2009 年から 2011 年に本学
幼児保育学科に入学した新入生 273 名（男子





は 265 名であり、内訳は、2009 年度学生 92
名（男子 8 名、女子 74 名）、2010 年度学生
88 名（男子 6 名、女子 82 名）、2011 年度学
生 95 名（男子 8 名、女子 87 名）である。
2）測定・調査項目および方法
体格は、4 月に行われた健康診断結果から




実技」授業内で 6 月に 2 週にわたり実施した。
1 週目は ①握力、②上体起こし、③長座体前
屈、④反復横跳び、⑤ 20 ｍシャトルラン、

































表 1 は、本学の 2009 年から 2011 年に入学
した学生と全国の体格、体力における基礎統










力項目の握力、20 m シャトルラン、50 m 走、
ハンドボール投げにおいて全国平均値との間
表 1.　測定項目における基礎統計量および全国平均値との有意差検定の結果
2009 年度 2010 年度 2011 年度
幼児保育学科 全国 有意差 幼児保育学科 全国 有意差 幼児保育学科
平均値±標準偏差 平均値±標準偏差 平均値±標準偏差 平均値±標準偏差 平均値±標準偏差
男子
人数 8 6 8
身長（cm） 173.8± 6.7 171.1± 5.5 ns 169.1± 7.1 171.0± 5.6 ns 167.5± 5.9
体重（kg）  68.7±19.7  62.6± 9.0 ns  72.6±28.4  62.7± 9.3 ns  70.0±14.8
BMI（kg/m2）  22.7± 6.1  25.0± 7.9  24.8± 4.0
握力（kg）  44.6±12.5  42.8± 6.4 ns  42.7±10.1  43.3± 7.1 ns  39.6± 7.4
上体起こし（回 /30 秒）  28.0± 5.6  29.6± 6.1 ns  27.5± 5.8  30.3± 6.5 ns  27.0± 6.2
長座体前屈（cm）  53.5± 9.0  49.4±11.3 ns  43.8±13.6  49.3±10.8 ns  47.8±10.9
反復横とび（点）  56.9± 7.4  55.9± 7.7 ns  51.0±20.4  56.4± 8.0 ns  50.9±10.8
シャトルラン（回）  73.0±19.2  80.3±26.7 ns  65.2±39.5  81.8±24.5 ns  66.3±21.9
50 m 走（秒）   7.7± 0.6   7.5± 0.6 ns   8.3± 1.2   7.5± 0.7 ns   7.9± 0.6
立ち幅跳び（cm） 238.4±17.9 227.2±23.0 ns 202.7±38.3 225.0±25.3 ns 212.5±22.0
ハンドボール投げ（m）  25.4± 6.3  26.1± 5.9 ns  22.7± 9.3  26.1± 5.6 ns  20.8± 6.7
女子
人数 74 82 87
身長（cm） 158.3± 5.0  158.0± 5.4 ns 155.9± 5.7 157.9± 5.3 八短＜全国 157.2± 5.6
体重（kg）  53.5± 8.7  51.7± 7.0 ns  51.1± 9.4  51.7± 7.2 ns  53.7± 7.5
BMI（kg/m2）  21.4± 3.2  21.0± 3.7  21.7± 2.6
握力（kg）  27.9± 5.2  26.5± 4.7 八短＞全国  25.8± 5.0  26.8± 4.9 ns  27.0± 4.8
上体起こし（回 /30 秒）  22.3± 5.2  21.7± 6.3 ns  23.8± 5.1  22.1± 5.6 八短＞全国  25.2± 6.1
長座体前屈（cm）  46.5± 9.0  46.6±10.8 ns  45.6± 9.8  46.8±10.1 ns  50.2±10.2
反復横とび（点）  45.1± 5.4  46.0± 7.0 ns  45.5± 7.3  45.9± 6.8 ns  43.6±9.8
シャトルラン（回）  34.7±11.8  45.3±17.3 八短＜全国  38.4±14.7  43.2±16.4 八短＜全国  33.4±17.2
50 m 走（秒）   9.8± 1.1   9.2± 0.9 八短＜全国   9.7± 1.0   9.4± 1.1 八短＜全国   9.6± 1.1
立ち幅跳び（cm） 164.6±21.3 167.6±23.4 ns 162.4±22.1 165.9±23.6 ns 156.8±37.8
ハンドボール投げ（m）  12.5± 4.2  14.3± 4.0 八短＜全国  13.6± 3.5  13.9± 4.0 ns  13.9± 3.5
八短＞全国 ; 八戸短期大学幼児保育学科学生が全国より有意に高いことを示す
八短＜全国 ; 八戸短期大学幼児保育学科学生が全国より有意に低いことを示す

































とんど毎日（週 3 日以上）」が 4.9%、「とき
どき（週 1日～2 日程度）」が 28.0%、「とき
たま（月 1～3 日程度）」が 23.1%、「しない」




























平均値 ± 標準偏差 平均値 ± 標準偏差
身長（cm) 172.3± 6.0 168.5± 6.7 ns
体重（kg）  71.4±20.8  69.3±18.2 ns
BMI（kg/m2）  23.9± 6.2  24.2± 5.2 ns
握力（kg）  46.7± 7.9  38.6± 9.5 ＊
上体起こし（回 /30 秒）  29.3± 5.9  26.0± 4.5 ns
男子 長座体前屈（cm）  53.8±10.7  44.6± 9.3 ns
反復横とび（点）  57.1±13.5  49.8±10.5 ns
シャトルラン（回）  76.0±26.9  62.1±21.8 ns
50 m 走（秒）   7.5± 0.6   8.2± 0.8 ＊
立ち幅跳び（cm) 222.9±23.7 216.2±31.7 ns
ハンドボール投げ（m）  27.1± 5.7  19.5± 6.3 ＊
n : 標本数（人）




平均値 ± 標準偏差 平均値 ± 標準偏差
身長（cm） 156.6± 4.8 157.3± 5.9 ns
体重（kg）  53.4± 8.3  52.4± 8.7 ns
BMI（kg/m2）  21.8± 3.0  21.2± 3.3 ns
握力（kg）  27.5± 4.9  26.5± 5.1 ns
上体起こし（回 /30 秒）  24.5± 5.8  23.5± 5.4 ns
女子 長座体前屈（cm）  48.9±10.0  46.8± 9.8 ns
反復横とび（点）  46.2± 7.9  43.7± 7.4 ＊
シャトルラン（回）  37.6±17.2  34.1±13.2 ns
50 m 走（秒）   9.6± 1.0  9.8± 1.1 ns
立ち幅跳び（cm） 161.1±31.0 160.9±27.3 ns
ハンドボール投げ（m） 14.1±3.8  13.1± 3.6 ＊
n : 標本数（人）











図 9.　運動実施頻度別群間における 20 m シャトルランの比較





2009 年度および 2010 年度の本学幼児保育
学科入学生の体格は、男子の身長において
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